
上記の表は、令和元年７月から令和元年１１月までに埼玉西部消防局管内で発生した、山岳遭難

事故発生状況です。下記に注意点を掲載していますので確認してみましょう。

日の出 日の入り

発生日 場 所 事 故 内 容 年 齢 程 度

７月１８日 大高山 捜索搬送依頼 不明 不搬送

７月２８日 日和田山 転倒し手首の負傷 ６８歳 軽症

８月 ４日 滝の入の頭 林道をバイクで走行中１００ｍ滑落 ３２歳 重症

８月１２日 棒ノ嶺 山頂にて手首を切創 ４９歳 中等症

８月１７日 仁田山峠 転倒し頭部負傷 ６４歳 軽症

９月２７日 神久山 転倒し右足部骨折 ７８歳 中等症

９月３０日 日和田山 気分不快 ８０歳 中等症

１０月 ５日 日和田山 気分不快 ５０歳 軽症

１０月２６日 棒ノ嶺 日没道迷い ４１歳 不搬送

１０月２７日 吉田山 日没道迷い ６０代 不搬送

１１月１２日 堂平山 日没道迷い ２名 ６０代 不搬送

１１月１３日 伊豆ヶ岳 道迷い 不明 不搬送

１１月１４日 日和田山 転倒し５ｍ滑落 ２名
１０歳

４２歳
軽症

１１月１６日 伊豆ヶ岳 転倒し足部負傷 ５４歳 軽症

夏至（２０１９年 ６月２２日） ４時２７分 １９時０３分

冬至（２０１９年１２月２２日） ６時４９分 １６時３３分

冬も本番となり、日照時間が短くなっています。夏と同じ登山計画を立てても、明るい時

間に下山できるとは限りません。さらに、山の中では木々で太陽の光が隠れてしまったり、

谷筋に入ってしまうと暗く感じる場所があるため注意が必要です！日没になってしまう

と、山の中は真っ暗になってしまい、道に迷ってしまう可能性が大きくなります！

冬の登山は時間に余裕を持って計画を立てましょう！！

飯能市の夏と冬では、これだけ時間が変わってきます！



埼玉西部消防局の管轄する西部地域は、秩父山系から延びる標高１０００ｍ級の山々に囲まれ、

初心者からでも登山を楽しめる地域となっています。近年の登山ブームにより登山客の増加に比例

し、山岳においての遭難、事故も増加の傾向にあります。このような山岳遭難事故に的確に対応す

るため、山岳救助隊員が指導者となり、年に１回、各署から選抜された隊員が山岳救助に対する知

識と技術の向上を目的とし研修を行っています。今回の研修では１２名の隊員が１１月１３日～１

５日の３日間にわたり研修を受講しました。

いざという時に、役に立つのが「登山届け」です。消防・警察の山岳救助隊は、

提出された登山届けの情報をもとに、捜索活動を行います。登山届けは、登山口に

設置してあるポストや、埼玉県警察のホームページからも提出できます。また、家

族や身近な人に渡しておくだけでも大きな情報源となります。



登 山 計 画 書

グループ名

フリガナ

代表者氏名

住所

自宅電話番号

携帯電話番号

登行山名（域）

登山目的

登山開始時間

下山予定時間

日 付 登山ルート

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

月 日 → → →

同行者氏名 年齢 住所 緊急時連絡先（携帯電話）

携 行 品

□地図 □コンパス □テント □ツエルト □雨具 □ヘッドライト □非常食

□救急用品 □ラジオ □コンロ □その他（ ）

交通機関
行き

帰り

自家用車 車種 ナンバー 駐車場所

備 考


